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入学し、2017 年 11 月に博士学位請求論文『モンゴル国・ゴビ地域における遊牧の自然災
害への脆弱性低減に向けた実証的研究～ドンドゴビ県で発生した2010年のゾドを事例にし
て～』（以下、本論文と呼ぶ）を提出した。 








































































































ができたタイプ、の 4 つである。これら 4 つのタイプの分岐の要因を分析した結果、ゾド
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 2017年 11月 30日に中村氏から本論文の提出を受け、大学院公共政策研究科教授会によ
り同年 12 月 19 日に設置された学位論文審査小委員会は、その後の書面等によるさまざま































 第 7 章ではゾド後の家畜頭数回復率によって世帯を 4 タイプに分類し、資産アプローチ
の実証研究を用いて、ゾド後の家畜頭数回復の違いはどのような要因によるのかについて
分析している。タイプ分けすることによって、ゾド後の家畜頭数の回復にどのような要因
が関わっているのかを明確に考察できており、ゾドに対する脆弱性を低減させる方向性を
示唆する上で大変有効であり、この分析については特に高く評価できる。 
第８章では、先行研究では必ずしも十分に焦点を当てられてこなかったゾド後遊牧から
離れた世帯についての属性分析とヒアリング結果を行っていて、貴重な成果を導いている。
特に、離職世帯のうち転職は学歴の低い世帯の方が多いこと、また牧畜に復帰する世帯で
は行政や親族からの支援が復帰を後押ししていることなど、今後の政策にも示唆に富む知
見が得られていることは高く評価してよい。離職者に転職先でヒアリングするという困難
な調査を実行し、労働移動・職業移動という視点からモンゴルの遊牧民の生活実態を明ら
かにしたことは、極めてチャレンジングであり、そこからさらに、高学歴者の労働移動・
職業移動の方が低学歴層より難しいという、モンゴルの経済・産業構造に起因する問題点
を析出したことも、政策研究上の貢献として大いに評価できる。ただし、本研究の対象事
例は一つの地域に限定されたものであり、ゾドの発生から 3、4年後という短時間の経過に
限られていて、サンプル数も多いとは言えないなどの問題もあり、今後より洗練された調
査やさらに精緻な分析が行われることを期待する。 
以上述べたように、本論文の課題へのアプローチ、調査手法、分析手法やそこから得ら
れた成果、そこから導かれた政策的示唆は総体的に高い評価に値すると思われる。 
 
３．結論 
 中村洋氏の博士学位請求論文は、綿密な実証的調査研究と緻密な分析に裏打ちされた論
旨の展開、それにもとづく斬新な問題発見と具体的な政策提言など、いずれの点から見て
も先行研究に類例のない独創性と学術的な貢献が顕著に認められるものであり、博士号の
授与に十分に値するものと考えられる。 
 したがって、本論文審査小委員会は、委員全員の一致した意見として、中村洋氏に博士
（政策科学）の学位が授与されるべきであるとの結論に達した。 
